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１
０
０
周
年
を
盛
り
上
げ
よ

う
と
集
っ
た
有
志
、
約
50
人
。

彼
ら
は
「
Ｊ
Ｒ
吉
都
線
１
０
０

周
年
記
念
事
業
小
林
市
実
行
委

員
会
」。
メ
ン
バ
ー
は
老
若
男

女
を
問
わ
ず
、
鉄
道
愛
好
家
や

会
社
社
長
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
の
会

員
な
ど
多
彩
な
職
種
の
人
た
ち

で
す
。

　

皆
さ
ん
は
、
の
ぼ
り
や
ポ
ス

タ
ー
を
見
か
け
た
り
、
う
ち
わ

を
も
ら
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ

ん
か
。
彼
ら
は
、
イ
ベ
ン
ト
が

あ
る
た
び
に
足
を
運
び
、
元
気

に
Ｐ
Ｒ
し
て
き
ま
し
た
。
そ
こ

に
は
、
み
ん
な
で
１
０
０
周
年

を
祝
い
た
い
、
こ
れ
を
機
に
小

林
市
を
も
っ
と
元
気
に
し
た
い

と
い
う
思
い
が
詰
ま
っ
て
い
ま

す
。

　

彼
ら
の
熱
い
思
い
は
、
多
く

の
人
や
団
体
を
引
き
つ
け
、
さ

ら
に
大
き
な
力
と
な
っ
て
い
ま

す
。
そ
し
て
、
10
月
１
日
の
小

林
駅
開
業
１
０
０
周
年
を
皮
切

り
に
、
吉
都
線
を
、
小
林
市
を

一
緒
に
祝
い
、
盛
り
上
げ
よ
う

と
、
よ
り
大
き
な
声
で
私
た
ち

に
呼
び
か
け
る
で
し
ょ
う
。

 
小
林
商
工
会
議
所
の
屋
外
倉

庫
の
壁
に
あ
る
鮮
や
か
な
壁

画
。
１
０
０
周
年
を
盛
り
上
げ

よ
う
と
、
小
林
高
校
美
術
部
が

描
い
た
も
の
で
す
。
描
い
た
同

校
美
術
部
の
下し
も
べ
っ
ぷ

別
府
佑ゆ

ほ帆
さ
ん

は
「
壁
画
を
見
て
、
吉
都
線
に

感
謝
の
気
持
ち
を
抱
い
て
も
ら

え
れ
ば
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
市
内
各
所
で
見
ら
れ

る
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
に
富
ん
だ
の

ぼ
り
や
ポ
ス
タ
ー
。
小
林
秀
峰

高
校
の
生
徒
26
人
が
デ
ザ
イ
ン

し
ま
し
た
。
吉
都
線
で
通
学
す

る
生
徒
も
お
り
、
こ
れ
ま
で
に

感
謝
し
、
こ
れ
か
ら
も
ず
っ
と

あ
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
気
持
ち

が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

ACTION
立ち上がる人々

ロゴマークは、これを機に人々や場所がつな
がってほしいという思いで円形にし、霧島連
山をバックに列車というデザインにしまし
た。列車が前に飛び出すようなデザインは、
過去から現在、未来へ進むことをイメージし
ています。このマークをさまざまなところで

目にして知ってほしい。そして、小林
市に住む皆さんに吉都線を愛してほ
しいと願っています。また、沿線自
治体が一体となって 100 周年が盛
り上がればと思います。

ロゴマーク、キャ
ラクターを考案
家具のきむら社長

木
き む ら

村洋
ひろふみ

文　さん

1 商工会議所の屋外倉庫に壁画を
描いた小林高校美術部２小林駅周
辺で清掃作業をする実行委員３毎
週、毎晩のように開かれる実行委
員会の会議４市内のイベントで
は、特製うちわを手渡して 100
周年を PR ５ポスターやのぼりを
デザインした小林秀峰高校の生徒
６８年ぶりに復活した土曜夜市

吉都線 100 周年記念事業ロゴマーク

「き っ と ～ 会 い に 行 く よ
～」。さわやかな声と軽

快なメロディー。小林市出身のシ
ンガーソングライター大野勇太
さん（大阪市在住）がＪＲ吉都
線 100 周年を盛り上げようと作
詞作曲しました。タイトルは「吉
都線～夢をのせて～」。沿線の駅
名や車窓からの風景を歌詞に取り
入れ、ポップな曲に仕上げまし
た。大野さんは、高校３年でギ
ターを始め、市内で路上ライブを
敢行。卒業後、歌の道を選びまし
た。これまで故郷などを題材にオ
リジナル曲を１００曲以上作成。
学生時代は通学に吉都線を利用し
ていたという大野さん。知り合い
から吉都線１００周年を聞き、歌
を作ろうと思い立ちました。「青
春時代の、たくさんの思い出があ
る」と思い入れを語ります。帰郷
した際に吉都線に乗り、歌詞がで
きました。そして「みんなで盛り
上がれる曲を」と曲を作成。「吉
都線に乗りたいと思うきっかけに
なれば」とライブのたびに吉都線
１００周年をＰＲしています。「地
元を大事にしながら、活動する舞
台を大きくし、宮崎を代表する歌
手になれたら」とトレードマーク
の笑顔で夢を語りました。

もともと風景写真を撮るのが好きでし
た。ある日、何気なく人吉駅へＳＬを撮
りに行ったときのことです。ＳＬが来た
瞬間興奮し、写真は失敗。以来、撮り鉄
になりました。撮影は、場所と構図を決
め３、４時間ひたすら待つ。シャッター
チャンスを逃さないよう、列車が通過す
る約３秒間に全神経を集中。その時の緊
張感はすごいものがあります。私は、風
景に鉄道を入れた構図が好きです。吉都
線は、霧島連山と四季折々の美しい風景
が撮れる路線だと思います。撮る以外に
は、家族や友人と吉都線を利用して出か
けることもあります。車窓を楽しみ、着
いた先でも楽しめる。ですから吉都線は

「見てよし、乗ってよし、撮ってよし」
の素晴らしい路線だと思います。

撮
と り て つ

り鉄歴 10 年
鉄道写真家

石
いしがみ

神義
よ し お

男　さん

石神さんならではの美し
い風景と鉄道が組み合わ
された構図の写真

土曜夜市（駅前通り）でイメージ
ソングを歌う大野さん

Interview

Interview

大
お お の

野勇
ゆ う た

太　さん
癒やし系シンガーソングライター

年
齢
、
性
別
、
職
種
を
越
え
て

盛
り
上
げ
る
１
０
０
周
年

100 周年を地域全体で祝おうと、
立ち上がった人たちがいます。

彼らの思いは「小林市を盛り上げたい。
ずっと吉都線を残したい」

その純粋な思いは、大きな力となり、
小林市に新たな風を吹かせています。
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きっとつながる。吉都でつなぐ


